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http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの登録は、次のWebサ
イトから行なうことができます。http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

または、HP Passportのログインページの [New users - please register]リンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。詳細

は、HPの営業担当にお問い合わせください。

サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、サービス、およびサポートに関する詳細

情報をご覧いただけます。
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HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の

技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、次のようなことが

できます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索
l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング
l ソフトウェアパッチのダウンロード
l サポート契約の管理
l HPサポート窓口の検索
l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧
l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換
l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必要

があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport IDを登録するには、次の

Webサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp

HP Software Solutions Nowは、HPSWのソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。このサイトでは、お

客様のビジネスニーズを満たすHP製品ソリューションを検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプ
ロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURLはhttp://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp で

す。
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概要
このドキュメントでは、 Installation and Configuration wizardを使用して、HP Operations Orchestration
バージョン 10.xをインストールし構成する方法について説明します。また、サイレントインストールの手順

についても説明します。

このドキュメントは、次の操作を行う方を対象に作成されています。

l HP OOがインストールされていないマシンでの新規インストール。

l HP OOCommunity Editionのインストール後のHP OOのインストール。

l HP OO 9.xからのアップグレード。HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP OO
10.xへのアップグレード』を参照してください。

このドキュメントでは、HP OO 10.xの旧バージョンからのアップグレードについては説明しません。『HP OO
10.xの最新バージョンへのアップグレード』を参照してください。

注 :現在インストール済のHP OO 10.xバージョンが不明な場合は、各コンポーネント

(Central/RAS/Studio)のベースフォルダー内のVersionInfo.txtファイルでバージョンを確認できます。

前提条件とインストールメモ

l Central、Studio、またはRASをインストールする前に、これからHP OOをインストールするシステムの

管理者権限が自分にあるかどうかをシステム管理者に確認してください。また、適切なアクセス許可

がデータベースに設定されていることも確認してください。例外や特殊なケースの詳細については、『リ

リースノート』を参照してください。

l Studioのインストール前に、Microsoft Visual C++ 2008 SP1再頒布可能パッケージ (x86)を次のサイ

トからダウンロードしてインストールします。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=29

注 :使用するWindowsのバージョン (Windows x64など)に関わらず、x86プラットフォーム向けの

バージョンのダウンロードとインストールが必要です。

l CentralをMySQLでインストールする場合は、MySQL JDBC ドライバーを用意する必要があります。

このドライバーは、MySQLWebサイト (http://dev.mysql.com/downloads/connector/j/)からダウンロー

ドできます。

l アップグレード手順は、HP OO 9.xデータベースおよびファイルシステムを変更しません。HP OO バー

ジョン 10.10以降では、インストール時に新しいスキーマが必要です。

l クラスター環境では、複数のコンピューターで時計の時刻を同期させる必要があります。時計は、秒の

精度で互いに同期している必要があります。すべてのノード (CentralおよびRAS)間で正確なシステ

ム時刻を定期的にメンテナンスするには、NTP同期の使用をお勧めします。

l ソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、システムを必ずバックアップしてください。システ

ム管理者に相談してください。

l セキュアな環境で HP OOをインストールする場合は、『HP OOハードニングガイド』を参照してくださ

い。
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l LWSSO:LW SSO設定をHP OO 9.xからアップグレードするように選択した場合、そのLW SSO設

定は移行されますが、HP OO 10.xでは LW SSOが無効になります (HP OO 9.xで有効になっていた

場合でも無効になります)。
l Centralサーバーには 2つのポートが必要です。ポートが2つ使用可能なことを確認してください。

注 :デフォルトのポートは 8080と8443ですが、空いている任意の2つのポートを使用できます。

l RASのファイアウォールの内側でのデプロイについては、『コンセプトガイド』を参照してください。

SQL スクリプト

セキュリティ上の理由で HP OOデータベースユーザーがテーブル、インデックス、シーケンスなどのオブジェク

トを作成できない場合、xipファイルのSQLスクリプトを実行し、管理者権限のデータベース接続を使用

してデータベースオブジェクトを手動で作成できます。

スクリプトの実行前に、データベースまたはスキーマを作成しておく必要があります。データベースまたはス

キーマを作成するスクリプトは、『HP OOデータベースガイド』の「Manually Creating an HP OODatabase」
に記載されています。

これらのSQLスクリプトは、zipファイルの \docs\sqlにあります。次のスクリプトがあります。

l mssql.sql
l mysql.sql
l oracle.sql
l postgres.sql
データベースごとの適合

このセクションでは、データベースごとの適合と要件について説明します。詳細は、『HP OOデータベース

ガイド』を参照してください。

l MySQL:MySQLデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、MySQLサーバー設定ファイル

my.ini (Windows)またはmy.cnf (Linux)で次のオプションを設定する必要があります。

transaction-isolation = READ-COMMITTED

default-storage-engine = INNODB

character-set-server = utf8

max_allowed_packet = 250M

innodb_log_file_size = 256M

max_connections = 1000

l Postgres:Postgresデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、Postgresサーバー設定ファ

イルpostgresql.confで次のオプションを設定する必要があります。

default_transaction_isolation = 'read committed'

autovacuum = on

track_counts = on

max_connections = 1000

l Oracle:
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Oracleデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、OracleサーバーのPROCESSES と

OPEN_CURSORSの設定で、HP OOの同時接続数の最大値を 1000、セッションあたりのオープン

カーソル数の最大値を 900に指定する必要があります。

l SQL Server
SQLServerデータベースを使用して HP OOをデプロイする場合、次のデータベースオプションを設定

する必要があります。

ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATION ON

READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON

AUTO_CREATE_STATISTICS ON

AUTO_SHRINK OFF

インストールガイド
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HP Operations Orchestrationのインストール
このセクションでは、HP Operations Orchestrationバージョン 10.xをインストールする方法について説明し

ます。「システム要件」(44ページ)を参照して、使用するシステムが最小システム要件を満たしていることを

確認してください。

UAC (ユーザーアクセス制御 )のエラーを回避するには、管理者のアクセス権限でインストールを実行する

必要があります。UACの設定内容が不明の場合にも、インストーラーを右クリックして管理者で実行す

ることができます。

注 :データベース名およびSID フィールドには、アンダースコア (_)以外の特殊文字は使用できませ

ん。また、データベース名とSIDには、30文字まで入力できます。

HP OOは、次の方法でインストールできます。

l インストールウィザードを使用する方法 – 「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール

(Windows)」(9ページ)またはを参照してください。 「インストールウィザードによるHP OOCentralのイン

ストール (Linux)」(20ページ)
l コマンド行からサイレントインストールする方法 –を参照してください。 「HP OOのサイレントインストー

ル」(37ページ)

重要 :Centralがすでに実行されていた既存のスキーマでデータベースに接続する場合は、前の

Centralと同じ暗号化キー (central/var/security/encryption_repository)を必ず使用してくださ

い。そうしない場合、Centralは起動せず、wrapper.logファイルに例外メッセージ ("bad padding")が
表示されます。これは、暗号化済みのデータを、新しい暗号化キーで復号化する方法がないため

です。この問題が発生した場合は、「Centralセキュリティファイルのバックアップと復元」(40ページ)を
参照してください。

この問題が発生しないようにするには、Centralをインストールするときにインストールウィザードの

Connectivityステップで [Do not start Central server after installation]チェックボックスをオンにし

ます (サイレントインストールを行う場合は、対応するプロパティを使用します)。次に、「Centralセキュ

リティファイルのバックアップと復元」(40ページ)に説明するタスクを実行します。
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インストールウィザードによる HP OO Centralのインス

トール (Windows)
インストール可能なコンポーネントには、Central、Studio、RAS (オプション)の3つがあります。このトピック

では、Centralをインストールする方法を説明します。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」(30
ページ)を参照してください。

Studioのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OOStudioのインストール

(Windows)」(32ページ)を参照してください。 .

CentralをWindowsにインストールするには、次の手順を実行します。

1. zipファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開します。

注 : HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、コン

ピューターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。

2. installer-win64.exeインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
Installation and Configuration Wizardが自動的に開きます。 [Next]をクリックします。

4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するように求

められます。

注 : インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、スペース、ハイフン (-)、下線 (_)です。

デフォルトのパスは C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations Orchestration
です。
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6. Optionsステップで、 [Central]を選択してから [Next]をクリックします。

注 : Centralは、RAS サーバーをセットアップしなくてもインストールできます。RASサーバーをイン

ストールする場合は、Centralとは別のサーバーにインストールすることを推奨します。「インストー

ルウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」(30ページ)を参照してください。詳細に

ついては、『アーキテクチャーガイド』を参照してください。
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7. Central Clusterステップで、既存のCentralクラスターにノードを追加できます。クラスタリングには、

スループットを向上する高い可用性とスケーラビリティが備わっています。

クラスターを作成するには、Centralの初回作成時にインストールウィザードを実行します。次に、他

のマシンでウィザードを実行して次のノードを作成しますが、この2回目のインストール時に同じデー

タベーススキーマをポイントするように設定します。

クラスター設定の詳細は、『HP OOアーキテクチャーガイド』の「高可用性の構成」を参照してくださ

い。
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8. Connectivityステップで、CentralサーバーのポートおよびSSLを構成します。

a. Centralサーバーの使用可能な 2つのポートを、 [HTTP]および [HTTPS] フィールドで構成しま

す。各ポートにはデフォルト値 (8080および8443)が表示されますが、これは変更できます。

注 :ポートの構成は必須です。2つのポートが構成されていない場合や、ポートが別のアプ

リケーションで占有されている場合は、インストールを完了できなくなります。

b. (オプション) HTTPポートを無効にする場合は、 [Disable HTTP Port]チェックボックスをオンにし

ます。

これは、セキュリティ上の理由から、SSL上の暗号化された通信を唯一の通信チャンネルにす

るような場合に必要になります。

c. (オプション)Connectivityステップで、セキュアな SSL証明書をインポートできます。 [Provide a
secure SSL certificate]を選択し、 [Browse]をクリックしてセキュアな SSL証明書を選択しま

す。

このチェックボックスを選択しない場合、HP OOでは、デフォルトの自己署名証明書が使用さ

れます。
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注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

d. Central SSL/TLS証明書のパスワードを入力し、確認のため再入力します。

e. [Browse]をクリックして、CAルート証明書の場所を指定します (その証明書がCentral/RAS
の信頼ストアにインポートされます)。

注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

セキュアな環境でのHP OOのインストールについては、『HP OOハードニングガイド』を参照し

てください。

f. FIPS 140-2互換の設定をHP OOで行う場合は、 [Do not start Central server after
installation]を選択します。

クラスターモードで新しいCentralをインストールしていて、インストーラーのバージョンが現在の

Centralより古い場合は、 [Do not start Central server after installation]チェックボックスを選

択してください。

g. [Test ports availability]をクリックします。ポートが使用可能な場合は、 [Success]チェックマー

クが表示されます。エラーが発生した場合は、そのエラーに応じてポートを調整してください。

h. [Next]をクリックします。

9. Database Connectionステップで、データベーススキーマを構成し作成します。

注 :ユーザー入力を行う言語が英語以外に 2つ (たとえば、ドイツ語と中国語 )ある場合は、

MS SQLは使用しないでください。その代替として、Oracle、MySQL、Postgresなどのデータ

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.20 ) 13 / 51ページ



ベースを、HP OOで推奨されるUnicode構成で使用してください。

a. [Database Type] リストからデータベースベンダーを選択し、次に接続プロパティを入力します。

注 : [Connect to existing database/schema]オプションが選択されている場合は、

[Username]および [Password] フィールドで管理者ユーザーアカウントを使用しないでくだ

さい。使用した場合は、管理者アカウントで HP OOがインストールされます。

[Create the database/schema]オプションを使用する場合は、適切な権限を持つユー

ザーを [Admin username]および [Admin password] フィールドで指定してください。

選択可能なデータベースの種類は以下のとおりです。

o Oracle:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、SYSやSYSTEMなどの管理

者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Microsoft SQL Server:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、saなどの管

理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Oracle MySQL:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、root資格情報を使

用しないでください。

o PostgreSQL:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、postgres資格情報を

使用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

o Internal database:これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では使

用しないでください。

o Other database:(サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用しま
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す)。 [Other database]を選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種類の

データベースのみを使用できます。詳細については、「システム要件」(44ページ)を参照してく

ださい。

注 : [Other database]オプションでは、任意の有効な JDBC URLもサポートしていま

す。

b. データベースの種類を選択してから、次のいずれかを選択します。

o Connect to existing database/schema:既存のスキーマ、ユーザー、またはデータベースに

接続します。スキーマ、ユーザー、またはデータベースが存在するかどうかがインストーラーに

よって検証されます。

o Create the database/schema:新規のデータベースまたはスキーマを作成できます。

[Database]、 [Username]、 [Password]の各フィールドの内容は、HP OOで使用するス

キーマ、ユーザー、データベースの新規作成で使用されます。

[Confirm Password] フィールドにパスワードを再度入力します。

[Admin username] フィールドと [Admin password] フィールドに、既存のデータベースユー

ザーの資格情報を入力します。この管理者ユーザーには、データベースに接続する権限と、

HP OOで使用するスキーマ、ユーザー、データベースを新規作成する権限が必要です。

c. ホスト名または IPアドレス、接続情報を入力します。

FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。

IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で囲ま

ないとエラーが発生します。

d. (Oracleの場合 ) [SID]または [Service Name]のいずれかを選択し、データベースのSIDまたは

サービス名を入力します。

注 : Oracleにインストールされている 9.xバージョンからアップグレードしている場合、 [SID]
フィールドには、データベース名でなく、このデータベースのSIDを入力する必要があります。

e. [Test Connection]をクリックします。データベースに接続できない場合は、ウィザードの次のス

テップに進むことができません。

インストーラーは、スキーマとデータベースが空白でないことをチェックし、空白でない場合は警告

メッセージを表示します。スキーマの検証中にインストールにエラーが発生した場合、インストー

ルプロセスは停止します。

注 : このテストでは、HP OOと選択したデータベースとの間の接続のみが検証されます。

データベースで要求される条件 (スキーマに対するユーザーの読み取り/書き込み権限など)
は検証されません。

注 :すべてのデータベースベンダーについて、新しいデータベースを作成するよう選択した場

合は、データベースの大文字と小文字の照合順序は次のように区別されます。

o MySQL:新規データベースには utf8_bin collationが使用されます。

o Postgres:仕様上、大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありません。

UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o Oracle:デフォルトで大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありません。

UTF-8エンコーディングがサポートされます。
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o MS SQL:必要な言語に応じて、次のデータベースの照合順序のみを使用します。

l 英語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
l 日本語 :Japanese_Unicode_CS_AS
l 簡体字中国語 :Chinese_Simplified_Stroke_Order_100_CS_AS
l ドイツ語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
l フランス語 :French_100_CS_AS
l スペイン語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

ただし、データベースがインストール済みの場合は、データベース固有の照合順序を使用

して表が作成されます。他の照合順序を使用すると、ローカライズされたインストールで

ユーザーインタフェースに文字化けが発生する可能性があります。さらに、ローカライズされ

たインストールではMicrosoft SQL Serverで他の照合順序は公式にはサポートされていま

せん。

SQLServerデータベースの新規作成にインストーラーを使用する場合、言語の選択ペー

ジで言語を選択すると、新規データベース用の照合順序が正しく設定されます。

上記の照合順序を使用すると、テキスト列に nvarcharデータ型ではなくvarcharデータ

型を使用できます。varcharデータ型を使用する方がより効率的で、データベース全体の

サイズも小さくなります。

特定の言語を選択すると、SQLServerを使用するHP OOシステムは、その照合順序で

サポートされる言語のみに限定されます。たとえば、SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
照合順序を使用する場合は、英語、ドイツ語、およびスペイン語の文字は使用できます

が、日本語文字は使用できません。Japanese_Unicode_CS_ASを使用する場合は、フ

ランス語のアクセント文字は適切に提示されません。各照合順序の完全な仕様について

は、Microsoft SQL Serverのドキュメントを参照してください。

データベーススキーマの設定については、『HP OOデータベースガイド』を参照してください。

10. HP OOバージョン 9.xからのアップグレードでは、Upgradeステップでアップグレード設定を行います。

[Upgrade from HP Operations Orchestration 9.x]を選択する場合 :
a. [Upgrade source] リストで 9.x インストールの識別方法を選択します。

b. 状況に応じて、必要なファイルまたはパスの場所、または 9.xデータベースプロパティを入力しま

す。

これにより、システム構成情報 (ユーザー、LDAP、LWSSO、セキュリティデータ、システムプロパ

ティ、システムアカウントなど)が抽出されてロードされます。

c. 9.xバージョンを検証する場合は、 [Validate]をクリックします。

HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP OO 10.xへのアップグレード』を

参照してください。
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11. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選択

し、 [Next]をクリックします。

この言語サポートは、以下で使用されます。

l MS SQL照合順序の言語 (該当する場合 )

l コンテンツのcentral-wrapper.conf言語。この言語サポートが必要な可能性があるのは、たとえ

ば、日本語で構成されるサーバーに pingを実行する必要がある場合などです。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリのcentral/confに
ある central-wrapper.confファイルを編集してください。
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12. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示されま

す。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をクリックしま

す。

13. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインストール

できた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をクリックします。
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注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを無

視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、C:\HP\oo (または選択したインストー

ルフォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

14. (オプション) [Finish]ページで [Open Welcome Page]を選択すると、デフォルトのWebブラウザーが

開いて HP OOの最初のページが表示されます。表示言語は、 [Language]ページで選択した言

語です。

15. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Centralがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。「HP OOの起動」(38ページ)を参照し

てください。
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インストールウィザードによる HP OO Centralのインス

トール (Linux)
インストール可能なコンポーネントには、Central、Studio、RAS (オプション)の3つがあります。Studio (フ
ロー作成ツール)はWindows .のみで動作します。したがって、HP OOを Linuxにインストールする場合

は、インストーラーをWindowsでも実行して Studioをインストールする必要があります。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」(30
ページ)を参照してください。

Centralを Linuxにインストールするには、次の手順を実行します。

1. zipファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開します。

HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、コンピュー

ターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。

次に、XWindow ターミナルから次のコマンドを実行します。

bash installer-linux64.bin

2. installer-linux64.binインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
Installation and Configuration Wizardが自動的に開きます。 [Next]をクリックします。

4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するように求

められます。

注 :
インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、スペース、ハイフン (-)、下線 (_)です。

デフォルトのパスは /opt/hp/ooです。
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6. Optionsステップで、 [Central]を選択してから [Next]をクリックします。

注 : Centralは、RAS サーバーをセットアップしなくてもインストールできます。RASサーバーをイン

ストールする場合は、Centralとは別のサーバーにインストールすることを推奨します。「インストー

ルウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」(30ページ)を参照してください。詳細に

ついては、『アーキテクチャーガイド』を参照してください。

7. Central Clusterステップで、既存のCentralクラスターにノードを追加できます。クラスタリングには、

スループットを向上する高い可用性とスケーラビリティが備わっています。

クラスターを作成するには、Centralの初回作成時にインストールウィザードを実行します。次に、他

のマシンでウィザードを実行して次のノードを作成しますが、この2回目のインストール時に同じデー

タベーススキーマをポイントするように設定します。

クラスター設定の詳細は、『HP OOアーキテクチャーガイド』の「高可用性の構成」を参照してくださ

い。
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8. Connectivityステップで、CentralサーバーのポートおよびSSLを構成します。

a. Centralサーバーの使用可能な 2つのポートを、 [HTTP]および [HTTPS] フィールドで構成しま

す。各ポートにはデフォルト値 (8080および8443)が表示されますが、これは変更できます。

注 :ポートの構成は必須です。2つのポートが構成されていない場合や、ポートが別のアプ

リケーションで占有されている場合は、インストールを完了できなくなります。

b. (オプション) HTTPポートを無効にする場合は、 [Disable HTTP Port]チェックボックスをオンにし

ます。

これは、セキュリティ上の理由から、SSL上の暗号化された通信を唯一の通信チャンネルにす

るような場合に必要になります。

c. (オプション)セキュアな SSL証明書をインポートできます。 [Provide a secure SSL certificate]
を選択し、 [Browse]をクリックしてセキュアな SSL証明書を選択します。

このチェックボックスを選択しない場合、HP OOでは、デフォルトの自己署名証明書が使用さ

れます。
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注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

d. Central SSL/TLS証明書のパスワードを入力し、確認のため再入力します。

e. [Browse]をクリックして、CAルート証明書の場所を指定します (その証明書がCentral/RAS
の信頼ストアにインポートされます)。

注 :証明書の場所にネットワークパスを使用しないでください。

セキュアな環境でのHP OOのインストールについては、『HP OOハードニングガイド』を参照し

てください。

f. FIPS 140-2互換の設定をHP OOで行う場合は、 [Do not start Central server after
installation]を選択します。

クラスターモードで新しいCentralをインストールしていて、インストーラーのバージョンが現在の

Centralより古い場合は、 [Do not start Central server after installation]チェックボックスを選

択してください。

g. [Test ports availability]をクリックします。ポートが使用可能な場合は、 [Success]チェックマー

クが表示されます。エラーが発生した場合は、そのエラーに応じてポートを調整してください。

h. 完了したら、 [Next]をクリックして続行します。

9. Database Connectionステップで、データベーススキーマを構成し作成します。

注 :ユーザー入力を行う言語が英語以外に 2つ (たとえば、ドイツ語と中国語 )ある場合は、

MS SQLは使用しないでください。その代替として、Oracle、MySQL、Postgresなどのデータ
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ベースを、HP OOで推奨されるUnicode構成で使用してください。

a. [Database Type] リストからデータベースベンダーを選択し、次に接続プロパティを入力します。

注 : [Connect to existing database/schema]オプションが選択されている場合は、

[Username]および [Password] フィールドで管理者ユーザーアカウントを使用しないでくだ

さい。使用した場合は、管理者アカウントで HP OOがインストールされます。

[Create the database/schema]オプションを使用する場合は、適切な権限を持つユー

ザーを [Admin username]および [Admin password] フィールドで指定してください。

選択可能なデータベースの種類は以下のとおりです。

o Oracle:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、SYSやSYSTEMなどの管理

者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Microsoft SQL Server:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、saなどの管

理者アカウントの資格情報を使用しないでください。

o Oracle MySQL:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、root資格情報を使

用しないでください。

o PostgreSQL:[Username] フィールドと [Password] フィールドでは、postgres資格情報を

使用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

o Internal database :これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では使

用しないでください。

o Other database (サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用しま
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す):[Other database]を選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種類の

データベースのみを使用できます。詳細については、「システム要件」(44ページ)を参照してく

ださい。

注 : [Other database]オプションでは、任意の有効な JDBC URLもサポートしていま

す。

b. データベースの種類を選択してから、次のいずれかを選択します。

o Connect to existing database/schema:既存のスキーマ、ユーザー、またはデータベースに

接続します。スキーマ、ユーザー、またはデータベースが存在するかどうかがインストーラーに

よって検証されます。

o Create the database/schema:新規のデータベースまたはスキーマを作成できます。

[Database]、 [Username]、 [Password]の各フィールドの内容は、HP OOで使用するス

キーマ、ユーザー、データベースの新規作成で使用されます。

[Confirm Password] フィールドにパスワードを再度入力します。

[Admin username] フィールドと [Admin password] フィールドに、既存のデータベースユー

ザーの資格情報を入力します。この管理者ユーザーには、データベースに接続する権限と、

HP OOで使用するスキーマ、ユーザー、データベースを新規作成する権限が必要です。

c. ホスト名または IPアドレス、接続情報を入力します。

FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。

IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で囲ま

ないとエラーが発生します。

d. (Oracleの場合 ) [SID]または [Service Name]のいずれかを選択し、データベースのSIDまたは

サービス名を入力します。

注 : Oracleにインストールされている 9.xバージョンからアップグレードしている場合、 [SID]
フィールドには、データベース名でなく、このデータベースのSIDを入力する必要があります。

e. [Test Connection]をクリックします。データベースに接続できない場合は、ウィザードの次のス

テップに進むことができません。

インストーラーは、スキーマとデータベースが空白でないことをチェックし、空白でない場合は警告

メッセージを表示します。スキーマの検証中にインストールにエラーが発生した場合、インストー

ルプロセスは停止します。

注 : このテストでは、HP OOと選択したデータベースとの間の接続のみが検証されます。

データベースで要求される条件 (スキーマに対するユーザーの読み取り/書き込み権限など)
は検証されません。

注 :すべてのデータベースベンダーについて、新しいデータベースを作成するよう選択した場

合は、データベースの大文字と小文字の照合順序は次のように区別されます。

o MySQL:新規データベースには utf8_bin collationが使用されます。

o Postgres:仕様上、大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありません。

UTF-8エンコーディングがサポートされます。
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o Oracle:デフォルトで大文字と小文字が区別されます。特に設定は必要ありません。

UTF-8エンコーディングがサポートされます。

o MS SQL:必要な言語に応じて、次のデータベースの照合順序のみを使用します。

l 英語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
l 日本語 :Japanese_Unicode_CS_AS
l 簡体字中国語 :Chinese_Simplified_Stroke_Order_100_CS_AS
l ドイツ語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
l フランス語 :French_100_CS_AS
l スペイン語 :SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS

ただし、データベースがインストール済みの場合は、データベース固有の照合順序を使用

して表が作成されます。他の照合順序を使用すると、ローカライズされたインストールで

ユーザーインタフェースに文字化けが発生する可能性があります。さらに、ローカライズされ

たインストールではMicrosoft SQL Serverで他の照合順序は公式にはサポートされていま

せん。

SQLServerデータベースの新規作成にインストーラーを使用する場合、言語の選択ペー

ジで言語を選択すると、新規データベース用の照合順序が正しく設定されます。

上記の照合順序を使用すると、テキスト列に nvarcharデータ型ではなくvarcharデータ

型を使用できます。varcharデータ型を使用する方がより効率的で、データベース全体の

サイズも小さくなります。

特定の言語を選択すると、SQLServerを使用するHP OOシステムは、その照合順序で

サポートされる言語のみに限定されます。たとえば、SQL_Latin1_General_CP1_CS_AS
照合順序を使用する場合は、英語、ドイツ語、およびスペイン語の文字は使用できます

が、日本語文字は使用できません。Japanese_Unicode_CS_ASを使用する場合は、フ

ランス語のアクセント文字は適切に提示されません。各照合順序の完全な仕様について

は、Microsoft SQL Serverのドキュメントを参照してください。

データベーススキーマの設定については、『HP OOデータベースガイド』を参照してください。

10. HP OOバージョン 9.xからのアップグレードでは、Upgradeステップでアップグレード設定を行います。

[Upgrade from HP Operations Orchestration 9.x]を選択する場合 :
a. [Upgrade source] リストで 9.x インストールの識別方法を選択します。

b. 状況に応じて、必要なファイルまたはパスの場所、または 9.xデータベースプロパティを入力しま

す。

これにより、システム構成情報 (ユーザー、LDAP、LW SSO、セキュリティデータ、システムプロパ

ティ、システムアカウントなど)が抽出されてロードされます。

c. 9.xバージョンを検証する場合は、 [Validate]をクリックします。

HP OO 9.xからのアップグレードの詳細は、『HP XX 9.xからHP OO 10.xへのアップグレード』を

参照してください。
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11. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選択

し、 [Next]をクリックします。

この言語サポートは、以下で使用されます。

l MS SQL照合順序の言語 (該当する場合 )

l コンテンツのcentral-wrapper.conf言語。この言語サポートが必要な可能性があるのは、たとえ

ば、日本語で構成されるサーバーに pingを実行する必要がある場合などです。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリのcentral/confに
ある central-wrapper.confファイルを編集してください。
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12. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示されま

す。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をクリックしま

す。

13. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインストール
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できた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をクリックします。

注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを無

視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、 /HP/oo (または選択したインストール

フォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

14. (オプション) [Finish]ページで [Open Welcome Page]を選択すると、デフォルトのWebブラウザーが

開いて HP OOの最初のページが表示されます。表示言語は、 [Language]ページで選択した言

語です。

15. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Centralがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。「HP OOの起動」(38ページ)を参照し

てください。
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インストールウィザードによる HP OO RASサーバーのイ

ンストール

1. または「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール (Linux)」(20ページ)の手順に従っ

て、オペレーティングシステムごとにインストールウィザードを実行します。

2. Optionsステップで、 [Remote Access Server (RAS)]を選択してから [Next]をクリックします。

3. Register RASステップの [Central URL]ボックスで、Centralのプロパティと場所を入力します。

Central URLには、FQDN (完全修飾ドメイン名 )を入力します。

IPv6を使用する場合は、 IPv6アドレスを角括弧で囲んでください (例 : [3fff::20])。括弧で囲まない

とエラーが発生します。
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4. (オプション) [Central user capable of registering a RAS]チェックボックスを選択して、このユー

ザーの名前とパスワードを入力します。

5. (オプション) [HTTP proxy definition for connecting to the Central]を選択して、HTTPプロキシ

定義を入力します。

6. [Test Connection]をクリックします。

注 : Centralへの接続のテストを、RASへの証明書を提供せずに、カスタムCA証明書で行う

と、 java.lng.RuntimeExceptionエラーメッセージが表示されます。

7. CentralとRASを同時にインストールしていて、Centralの証明書を提示した場合、RASのCA
ルート証明書を提示する必要があります。この証明書はRAS信頼ストアにインポートされます。

a. [Provide the CA root certificate of Central]チェックボックスを選択します。

b. [Browse]をクリックして、関連するCAルート証明書を選択します。

c. [Test Connection]をクリックします。

Centralでデフォルトの証明書を使用した場合、このチェックボックスを選択しないと、自己署名証

明書が自動的に使用されます。

SSL証明書の使用方法については、『HP OOハードニングガイド』を参照してください。

8. CentralでクライアントからのX.509証明書が必要な場合は、次の手順を実行します。

a. [Provide an X.509 client certificate of the RAS]チェックボックスをクリックします。RASの

UUIDが自動生成されます。
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b. このRAS UUIDを使用してクライアント証明書を作成します。クライアント証明書は PKCS形

式であり、拡張子は .pfxまたは .p12です。

c. [Browse]をクリックし、作成した X.509クライアント証明書を選択します。

d. 作成した X.509クライアント証明書のパスワードを入力します。

e. [Test Connection]をクリックします。

9. [Next]をクリックします。インストールの概要が表示されます。 [Install]をクリックします。

10. [Finish]をクリックして、インストールを終了します。

インストールウィザードによる HP OO Studioのインス

トール (Windows)
このトピックでは、StudioをウィザードでWindowsにインストールする方法を説明します。

注 : StudioはWindowsのみで動作するので、Linuxにはインストールできません。

RASのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OORASサーバーのインストール」(30
ページ)を参照してください。

Centralのインストールについては、「インストールウィザードによるHP OOCentralのインストール

(Windows)」(9ページ)を参照してください。

Studioをインストールするには、次の手順を実行します。

1. zipファイルをHP SSOポータルにダウンロードし、コンピューターのローカルドライブに展開します。

注 : HP Operations Orchestration DVDのインストーラーを起動するには、DVDを挿入し、コン

ピューターのローカルドライブにインストールファイルをコピーしてください。

2. installer-win64.exeインストールファイルをダブルクリックすると、インストーラーが起動します。

3. インストーラーが起動すると、インストールパッケージが抽出され、HP Operations Orchestration
Installation and Configuration Wizardが自動的に表示されます。 [Next]をクリックします。

4. Licenseステップで [I Agree]を選択し、 [Next]をクリックします。

5. Locationステップで、インストールのルートディレクトリの場所を選択し、 [Next]をクリックします。

注 :デフォルトのパスは C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations
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Orchestrationです。インストールパスに使用できる文字は、英字、数字、スペース、ハイフン

(-)、下線 (_)です。

ディレクトリが存在しない場合は、自動的に作成されます。新しい場所の作成を確認するように求

められます。

6. Optionsステップで、 [Studio]を選択してから [Next]をクリックします。
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7. Content Packsステップでは、既存のコンテンツパックのインポートを行います。コンテンツパックがある

場所を選択して、 [OK]をクリックします。

注 : インストールフォルダーとDVDには、リリースされたコンテンツパックが含まれます。

選択したフォルダーにある使用可能なコンテンツパックがリストに表示されます。インポートするコンテ

ンツパックを選択し、 [Next]をクリックします。
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注 : HPLNで新しいコンテンツパックや更新されたコンテンツパックをダウンロードするには、ウィ

ザードの下の部分にあるリンクを使用します。

8. Languageステップで、HP Operations Orchestrationでサポートされる言語 (英語に追加 )を選択

し、 [Next]をクリックします。

この言語は、Studio UIで使用されます。

注 : インストール後でも言語サポートを変更できます。インストールディレクトリのstudio/confに
あるStudio.propertiesファイルを編集してください。
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9. インストールと構成について、ウィザードで選択し入力した設定が [Summary]ページに表示されま

す。選択が正しいことを確認してください。いずれかの項目を修正する場合は、 [Back]をクリックしま

す。

10. [Install]をクリックします。インストールが開始され、 [Progress]ページが開きます。正しくインストール

できた項目の隣にチェックマークが表示されます。インストールが完了したら、 [Next]をクリックします。

注 :いずれかのインストールや構成項目に問題がある場合でも、残りの項目はそのエラーを無

視して続行が試みられます。エラーがなかったかどうかを、C:\HP\oo (または選択したインストー

ルフォルダー)の installer.logファイルで確認してください。

11. (オプション) [Finish]ページで [Launch Studio]を選択するとStudioが起動します。

12. [Finish]をクリックして、 Installation and Configuration wizardを閉じます。

Studioがインストールされ、メニューショートカットが作成されます。

注 : Studioの最小画面解像度は 1280 x 1024です。
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HP OOのサイレントインストール

サイレントインストールとは、ユーザーがコマンドラインから開始し、そのユーザーの入力なしで完了するイン

ストールです。ウィザードやダイアログボックスへの入力は不要です。サイレントインストールの入力は、テキ

スト入力ファイルで提示されます。

HP Operations Orchestrationのインストールと構成は、コマンドラインからサイレントで実行できます。

HP Operations Orchestrationのサイレントインストールを実行するには

1. sample-silent.propertiesテキストファイル (HP OOインストールフォルダー下のdocsフォルダーおよ

び zipファイルのdocsフォルダーにあります)を、インストールと構成に必要な設定値で開きます。

これらの設定値の詳細については、sample-silent.propertiesテキストファイルの説明を参照してく

ださい。

2. テキストファイルのコピーを silent.propertiesという名前で保存します。

3. 必要なプロパティでコメント記号 (#)を削除し、これらの各プロパティの値を追加します。

4. コマンドラインから、次のように入力します。

installer-win64.exe -gm2 -s c:\\temp\my-silent.properties

インストールファイルの抽出処理の進捗バーを無効にするため、コマンドラインの-sの前に -gm2を
追加します。

インストール後にCentralを起動しない場合は、-nオプションを指定します。

注 : gm2は、Linuxではサポートされません。

注 : -sプロパティは、完全パスまたは (オペレーティングシステムによって異なる)相対パスのいず

れかを受け付けます。

l Windows:.exeファイルの場所が基準。

例 :dirAは現在のディレクトリ、dirBは dirAの下にあり、インストーラーとsilent.properties
ファイルが含まれています。dirAでコマンドウィンドウを開いて、次のように入力します。

dirB\\installer.exe -s silent.properties

重要 :追加するバックスラッシュは 1つ (\)ではなく、2つ (\\)です。インストールファイルをダウ

ンロードする先のインストールフォルダーの名前に、スペースが含まれていないことを確認して

ください。

l Linux:インストーラーが起動されるディレクトリの場所が基準。

サイレントインストールに関する注意事項

l プロパティ値には、空白文字がないように注意してください (特に貼り付け時 )。空白文字があると、正

しく値が読み取られず、インストールが失敗することがあります。

l Oracle:[db.username]プロパティと [db.password]プロパティでは、SYSやSYSTEMなどの管理者アカ

ウントの資格情報を使用しないでください。

l PostgreSQL:[db.username]プロパティと [db.password]プロパティでは、postgres資格情報を使
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用しないでください。

注 : PostgreSQLデータベースの名前は、大文字と小文字が区別されます。

l db.type=H2:これは、H2ローカルデータベースを使用します。これは、本稼働では使用しないでくださ

い。

l db.type=other:サポートされるデータベースの高度な機能を有効にするために使用します。 [other]を
選択する場合は、HP OOでの使用がサポートされている種類のデータベースのみを使用できます。詳

細については、「システム要件」を参照してください。

l データベース名およびSIDには、アンダースコア (_)以外の特殊文字は使用できません。また、データ

ベース名とSIDには、30文字まで入力できます。

l Central.propertiesファイルで localhostをデータベースとして持つリモート 9.x Centralからサイレントイ

ンストールでアップグレードした場合、インストールとアップグレードが正常に終了しません。ウィザードに

よるインストールの場合はこの問題は発生しません。

l silent.propertiesでは、プロパティ値にバックスラッシュ ('\')が含まれている場合、エスケープ (バックス

ラッシュを 2つ指定 )が必要です。

次のような場合、上記の対応が必要になります。

l 日本語環境のすべてのパス。日本語環境では、パスの区切り文字は円記号なので、エスケープ

が必要です。たとえば、C:¥¥folderのようになります。

l RASのインストールで 'domain\user' という形式のLDAPユーザーを使用する場合。たとえば、

domain\\userのようになります。

l Windowsシステムアカウント認証を使用してデータベースをセットアップした場合のデータベースユー

ザー。

l ユーザー名にバックスラッシュが含まれている場合。

ロードバランサーのインストール

HP OOでは、ユーザーが選択したロードバランサーをインストールできます。ロードバランサーはサードパー

ティ製品であり、HP OOに付属する機能ではありません。

ロードバランサーのインストール方法については、ベンダーが提供するドキュメントを参照してください。

ロードバランサーの構成方法については、『HP OOアーキテクチャーガイド』の「高可用性の構成」を参照

してください。

ロードバランサーの構成が完了したら、RASが新しいロードバランサーのURLをポイントしていることを確

認します。ポイントしていない場合は変更してください。RASの構成方法については、『HP OOアーキテ

クチャーガイド』を参照してください。

HP OOの起動

WindowsでのHP OOの起動

Central の起動
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Centralをインストールすると、Windows上のCentralサービスが自動的に起動されます。ブラーザーウィン

ドウを開き、 Installation and ConfigurationWizardで設定したCentralサーバーのURLを入力します。

例 :

http://<host>:8080/oo

https://<host>:8443/oo

Central サービスの手動での起動

Centralサービスを手動で起動する必要がある場合、手順は次のとおりです。

1. HP OOをホストするサーバーで、 [コントロールパネル] > [管理ツール] > [サービス]を選択します。

2. HP Operations Orchestration Centralサービスを起動します。

Studio の起動

Windowsの [スタート ] メニューで [すべてのプログラム] > [HP Operations Orchestration] > [Studio]を
選択します。

注 :画面解像度が1280 x 1024以上に設定されていることを確認します。

Studio のウィザードの起動

<インストールフォルダー>\studio\toolsの下にあるバッチファイルをダブルクリックします。

RAS の起動

RASをインストールすると、Windowsサービスは自動的に起動されます。

LinuxでのHP OOの起動

Central の起動

Centralをインストールすると、Centralサービスは自動的に起動されます。

LinuxマシンからCentralユーザーインタフェースにアクセスするには、Webブラウザーがインストールされた X
サーバーが必要です。また、Centralユーザーインタフェースには、インストールした Linuxサーバーにアクセ

スできる任意のマシンから、Central URLでアクセスできます。

注 : Linuxマシンのポートを iptablesで開いておく必要があります。

ブラーザーウィンドウを開き、 Installation and ConfigurationWizardで設定したCentralサーバーのURL
を入力します。

例 :

http://<host>:8080/oo

https://<host>:8443/oo

Central サービスの手動での起動または停止

Centralを起動または停止するには

<インストールディレクトリ>/central/bin/central start

<インストールディレクトリ>/central/bin/central stop
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注 :上記のスクリプトは binフォルダーにあります。

RAS の起動

RASサービスを起動または停止するには

<インストールディレクトリ>/ras/bin/ras start

<インストールディレクトリ>/ras/bin/ras stop

Centralセキュリティファイルのバックアップと復元

データベーススキーマでは、一部のデータが暗号化され、復号化キーはファイルシステムにローカルに保存

されています。ファイルシステムが破損または削除されるとデータの復号化が不可能になるので、スキーマ

は使用できなくなります。

HP OOをインストールしたら、central\var\securityフォルダーとcentral/conf/database.propertiesファイ
ルを必ずバックアップして、このシナリオから回復できるようにしてください。

復元するには、次の手順を実行します。

1. 既存のスキーマで Centralを新たにインストールします。インストールは、Start Centralステップで失

敗します。

2. Centralサービスを停止し、Centralが稼働していないことを確認します。

3. central/var/securityフォルダーを開きます。

4. credentials.storeファイルが存在する場合は、削除します。

5. encryption_repositoryおよびencryption.propertiesファイルをバックアップしたバージョンで上書き

します。

6. central\conf\database.propertiesファイルをバックアップしたファイルで上書きします。

7. Centralサービスを起動します。

HP Operations Orchestrationのアンインストー

ル
HP OOをアンインストールする前に、使用中のバージョンのHP OOを必ずバックアップしてください。

WindowsでのHP OOのアンインストール

1. HP OOインストールディレクトリ (C:\Program Files\Hewlett-Packard\HP Operations
Orchestrationなど)で、uninstall.exeをダブルクリックし、 [Next]をクリックします。

2. アンインストールしたいHP OO のコンポーネントを選択し、 [Next]をクリックします。プロンプトが表示

されたら、 [Yes]をクリックして続行します。
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3. [Uninstall Progress]画面にアンインストールプロセスの進捗状況が表示され、削除および除去され

た項目が表示されます。例 :
l Centralサービス

l Centralディレクトリ

l Studioディレクトリ

l アンインストーラーのコントロールパネルプログラム

注 :データベースとデータベースユーザーは、削除されません。
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4. [Finish]をクリックします。

選択したHP Operations Orchestrationコンポーネントが、コンピューターから削除されます。

注 : RAS/リモートワーカーをアンインストールしても、データベースのエントリが削除されず、また、RAS
をCentral UIから削除する必要もあります。 [Topology] > [Workers] タブでワーカーを選択してから

[Delete]ボタンをクリックしてください。詳細については、『HP OOCentralユーザーガイド』の「トポロジ

のセットアップ –ワーカー」を参照してください。

LinuxでのHP OOのアンインストール

Linuxで HP Operations Orchestrationをアンインストールするには、次のように入力します。

export DISPLAY=<IP アドレス>

./uninstall

アンインストールが正常に完了したら、インストールディレクトリを削除できます。

HP OOのサイレントアンインストール

サイレントアンインストールとは、ユーザーがコマンドラインから開始し、そのユーザーの入力なしで完了しま

す。サイレントアンインストールは、Windowsまたは Linuxで実行できます。

HP Operations Orchestrationをサイレントアンインストールするには、次のように入力します。

uninstall -s <コンポーネント>
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<コンポーネント>には、削除するコンポーネントをカンマ区切りで入力します。

ここには、all、central、ras、studioを指定できます。

例 :uninstall -s central,ras

注 : RASのサイレントアンインストールを行うときに、Centralの認証が有効な場合、Central トポロジ

からRASは削除されません。Centralで [システム構成 ] > [トポロジ] > [ワーカー]に移動し、トポロジ

からRASを手動で削除してください。
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システム要件
このセクションでは、HP OO 10.20のシステム要件について説明します。

ソフトウェア要件

Centralおよび RASのソフトウェア要件

Centralアプリケーションでは、専用のデータベーススキーマが必要になります。

コンポーネント 要件

サポートされるオペレー

ティングシステム

l Microsoft Windows Server 2008 (64ビット )
l Microsoft Windows Server R2 2008 (64ビット )
l Microsoft Windows Server 2012 (64ビット )
l Microsoft Windows Server R2 2012 (64ビット )
l RedHat Enterprise Linux 5.x (64ビット )
l RedHat Enterprise Linux 6.x (64ビット )
l Ubuntu 12.04.x LTS

サポートされるデータ

ベース

l Oracle 12c R1 (Regular、非 CDB)
l Oracle 11g R2
l Oracle 11g R2RAC
l Oracle MySQL 5.5.x
l Oracle MySQL 5.6.x 1

l PostgreSQL 9.1.x
l PostgreSQL 9.2.x
l PostgreSQL 9.3.x
l Microsoft SQLR2 Server 2008
l Microsoft SQL Server 2012

サポートされるブラウ

ザー

l Microsoft Internet Explorer 9.x、10.x、11.x (最新版 )
l Mozilla FireFox (最新版 +最新の2つのレガシーバージョン)
l Google Chrome (最新版 +最新の2つのレガシーバージョン)
推奨される画面解像度 :1280 x 1024または 1920 x 1080

.NET Framework Microsoft .NET Framework 4.5またはそれ以降、完全インストール。RAS
のインストールにも必要となります。

ポート Centralサーバーを構成するには使用可能な 2つのポート (HTTP用と
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HTTPS用 )が必要です。これらのポートのデフォルト値は 8080と8443です

が、インストール中に異なるポートを指定できます。

注 : HP OOがインストールされた後でポートを変更することもできます。

『HP OOハードニングガイド』の「HTTP/HTTPSポートの変更とクロー

ズ」を参照してください。

注 : MySQL 5.6.20および5.6.21の場合、 innodb_log_file_sizeの要件が大幅に増加します。

データベースサーバーのシステム要件

データベースサーバーのオペレーティングシステムサポートは、データベースベンダーの推奨事項に従いま

す。
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Studio のソフトウェア要件

コンポーネント 要件

サポートされるオペレー

ティングシステム

l Microsoft Windows 8 (64ビット )
l Microsoft Windows 8.1 (64ビット )
l Microsoft Windows Server 2012 (64ビット )
l Microsoft Windows Server R2 2012 (64ビット )
l Microsoft Windows Server 2008 (64ビット )
l Microsoft Windows Server R2 2008 (64ビット )
l Microsoft Windows 7 (64ビット )

.NET Framework Microsoft .NET Framework 4.5またはそれ以降、完全インストール。

.NETオペレーションのフローのデバッグに必要となります。 .NET 4.5がない場

合、 .NETによるフローやオペレーションは Studioで無効のマークが付けられ

ます。

サービスパック Microsoft Visual C++ 2008 SP1再頒布可能パッケージ (x86)。

使用するWindowsのバージョン (Windows x64など)に関わらず、x86プラッ

トフォーム向けのバージョンのダウンロードとインストールが必要です。

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=29

注 : Studioの最小画面解像度は 1280 x 1024です。
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ハードウェア要件

ここで説明するハードウェア要件は、サポートされる最小構成です。

多くの場合は、システムの負荷と使用状況に応じて、より強力なハードウェアが必要です。ときには、ス

ケールアップ (ハードウェアの強化 )よりもスケールアウト (ノードの追加 )の方が望ましいこともあります。

HP OO Centralおよびデータベースサーバーのハードウェア要件

ハードドライブ空き容量の最小要件は、データベースとCentralを同じマシンにインストールするかどうかに

よって異なります。

これらの要件は、主要なコンポーネント (Centralサーバー、RAS)をユーザーのサイトにインストールするオ

ンプレミスインストールの場合です。

コンポーネント サーバーごとの要件 (最小 )

CPU 3GHz (シングルプロセッサーシステム)、または 2GHz (マルチプロセッサーシス

テム)

データベースサーバー

l データベースベンダーの推奨事項と要件に従いますが、最低でも 2 CPU
コア

Centralサーバー

l 最小 :1 CPU コア

l 推奨 :4 CPU コア

メモリ (RAM) データベースサーバー

l ベンダーの指定に従いますが、最低でも 4GB
Centralサーバー

l 最小 :2 GB
l 推奨 :4 GB

ハードドライブ空き容

量

データベースサーバー

l HP OOのインストールとベースコンテンツパックのデプロイメント用に 2GB。
l HP OOオペレーション用に最低 48GB
(最低 50GBの表領域 )

Centralサーバー

l 2GB

主要なコンポーネントがクラウドベースの仮想マシンにインストールされるオフプレミスインストールの場合、

ハードウェア要件は次のとおりです。

インストールガイド

HP Operations Orchestration (10.20 ) 47 / 51ページ



l Central/RAS:クラウドシステムの場合、極めて小さなマシン

l データベース:データベースベンダーの推奨事項と要件に従いますが、小さなマシンも必要

RASインストールのハードウェア要件

コンポーネント 要件 (最小 )

CPU 2GHz (シングルプロセッサーシステムまたはマルチプロセッサーシステム)

最小 :1 CPU コア

推奨 :4 CPU コア

メモリ (RAM) 1GB

ハードドライブ空き容

量

2GB (同時にインストールするフローとオペレーション用の容量を含む)

Centralクライアントのハードウェア要件

Central用のWebクライアントマシンは、Webブラウザーの最小ハードウェア要件を満たす必要がありま

す。

各自のマシンにインストールしたHP OO Studio のハードウェア要件

Studioをインストールするマシンは、Webブラウザーの最小ハードウェア要件か、以下のハードウェア要件

のいずれか高い方を満たす必要があります。

コンポーネント 要件 (最小 )

CPU 2GHz (シングルプロセッサーシステムまたはマルチプロセッサーシステム)

1 CPU コア

メモリ (RAM) 2GB (Studioの処理に必要なメモリ容量 )

ハードドライブ空き容

量

4GB (同時にインストールするフローとオペレーション用の容量を含む)
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仮想システム

次のハイパーバイザーで動作するゲストシステム上にHP OOコンポーネントをインストールする場合、その

ゲストシステムがこのシステム要件で記載している要件を満たしていれば対応します。

l VMWare ESX Server、バージョン 3以上

l Microsoft Hyper-V (サポートされるすべてのWindowsバージョンに対する)

クラウドのデプロイメント

HP Operations Orchestrationは、クラウドコンピューターユニットにインストールできます。HPクラウドサービ

スでサーバーコンポーネント (Central、RAS)を使用するには、小さなマシンが必要です。また、データベー

スは、小さいマシンが必要なことに加えて、データベースベンダーの推奨事項と要件を満たしている必要

もあります。
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付録

• データベース設定の変更 50
• OpenJDK 7のJREの使用 50

データベース設定の変更

インストール後に、データベースの暗号化したパスワードを生成する必要がある場合は、<install_
dir>/central/conf/database.propertiesファイルでこの操作を実行できます。

詳細については、『HP OOStudio Administration Guide』の「Changing the Database Password」を参照

してください。

OpenJDK 7の JREの使用

HP OOで提供される標準 JREではなくOpenJDK 7プロジェクトのJREを使用する場合は、次の手順

を実行します。

注 : OpenJDKは、Java SE 7向けのバージョンを使用してください。

HP OO 10.10にアップグレードすると、インストール済みのJREは置換されます。したがって、10.10へ
のアップグレードが完了したら、次の手順を実行してください。

1. Central/RASを停止して Studioを終了します。

2. メインのHP OOインストールディレクトリにある javaディレクトリをバックアップしてから削除します。

3. OpenJDKパッケージで jreディレクトリを探します。HP OOインストールディレクトリにコピーし、名前

を javaに変更します。

4. Central/RASを再開します。
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